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平成 30年度学校いじめ防止基本方針
南種子町立島間小学校

社会の要請・関係法規 本 校 学 校 教 育 目 標 本校の実態

いじめ問題は，心豊かで安全・安心 心豊かで たくましく ひとみかがやく 本校は創立１４４年を迎え，田尾

な社会をいかにしてつくるかという学 島間っ子の育成 ・仲之町・大久保・向方・小平山の

校を含めた社会全体に関する国民的な ５つの集落を校区とする歴史の古い

課題である。いじめ問題への対応力は， め ざ す 児 童 像 学校である。地域には，郷土芸能や

我が国の教育力と国民の成熟度の指標 よく考え進んで勉強する子ども 昔ながらの伝統行事が現在も多く引

となる。私的には望ましい集団活動を 思いやりがあり互いに助け合う子ども き継がれ，保護者や地域の教育に対

送り，公的には法制定による責任が必 健康で最後までかんばる子ども する関心も高い。

要になる。 本校は，数名の宇宙留学生を含む

いじめ防止法 いじめ防止に関する基本的な考え方･理念 全校児童２７名の小規模校である。

第 13条 学校いじめ防止基本方針 ○ いじめは絶対に許されない行為であ そのため，学年だけでなく，縦割り

学校は，いじめ防止基本方針を参酌し， る。 活動による異学年交流も多く，仲も

その学校の実情に応じ，当該学校にお よい。その一方で，やや荒い言葉遣

けるいじめの防止のための対策に関す ○ いじめはどの子どもにも，どの学校 いやからかいなどでトラブルになっ

る基本的な方針を定めるものである。 でも起こりうるという認識のもと，一 たり，校外での挨拶が十分ではなか

第 22 条 学校におけるいじめ防止等 件でも多く発見し，一件でも多く解決 ったりすることもある。また，活発

の対策のための組織 する。 な子がいる反面，恥ずかしがり屋で

学校は，当該学校におけるいじめの防 引っ込み思案な子もおり，自尊感情

止等の関する措置を実効的に行うた ○ いじめ防止の根本は，校長をはじめ をもてない子もいる。「元気登校 満

め，当該学校の複数の教職員，心理， とする教職員のいじめ問題の認識及び 足下校」を合い言葉に，活気溢れる

福祉等に関する専門的な知識を有する それに対する姿勢にある。 学校生活，達成感を味わわせる教育

者その他の関係者により構成されるい 活動を意図的に取り入れ，自己有用

じめの防止等の対策のための組織を置 感・自尊感情を高めるようにしてい

くものとする。 る。

家庭・地域との連携 島間小学校心の教育推進委員会 関係機関との連携

・島間小 PTA １ 日常的な関係者の会(校長，教頭，生 町教委との連携

・民生委員 徒指導主任，教務主任，保健主任，養 ・指導主事の派遣及び助言

・学校関係者評価委員 護教諭)(月１回以上) ・いじめ問題対応チームの派遣

・学校応援団（ボランティア） ２ 事案に応じ，その他必要に応じた関 及び助言

係者を迎えた会(１に担任を加える) ・研修等への講師派遣

３ 地域の関係者，第３者を加えた会(１ ・警察

に加え，学校関係者評価委員，民生委 ・児童相談所

員，PTA役員) ・町福祉課

４ 専門家を加えた会(３に加え，スクー

ルカウンセラー(いじめ相談員))

いじめの防止

○ 児童一人一人に，お互いのよさを認め合い，集団の一員として協力し合える人間関係を育むための教育活動の充実に努

める。

・いじめを許さない，見過ごさない雰囲気を醸成する。(心の教育の日，いじめ問題を考える週間，アンケート・標語の

作成等)

・児童一人一人の自己有用感を高め，自尊感情を育む教育活動を推進する。(一人一人が活躍できる学習活動，人との関

わりを方を身につけるトレーニング等)

○ 携帯電話等を利用する際のルール，マナー等も含め，基本的生活習慣やモラル等の指導を家庭でも充実する。

いじめの早期発見

○ いじめはどの学校でも，どの児童にも起こりうるものであるという基本認識に立ち，すべての教員が児童の様子を見守

り，日常的な観察をていねいに行う。

○ 定期的なアンケート調査や教育相談の実施，電話相談窓口の周知等により，いじめを訴えやすい体制を整える。

○ 学校から配布された家庭における｢いじめられている子どもの出すサイン｣の一覧をもとに，家庭でも早期発見に努める。

いじめに対する措置

○ いじめ問題が発生した場合，いじめを受けた児童やいじめを知らせてきた児童の安全を確保し，いじめたとされる児童

に対して事情を確認した上で適切に指導する等，組織的な対応をする。

○ 事案に応じ，関係者を迎えた会や地域の関係者・第三者を加えた会を開催し，敏速に支援体制をつくり対処する。

○ 保護者に知らせ，解決するまで継続的に連携を図る。
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年間計画

月 月目標 取組 実態調査 道徳・特別活動・各教科 児童の自主的取組 情報モラル関連 教育相談 職員研修

学級や学校のき 年間活動計画の いじめを考える週間 学級 PTA 家庭訪問 学校基本方針の

４ まりや目標を明 確認・検討 ソーシャルス 確認

確に示す キル 新年度共通理解事項確認

いじめ防止の基 心の教育推進委 学校いじめ 教育相談 生徒指導事例研修及び生徒指導向

５ 本的な考え方を 員会 アンケート (児童) 上研修

理解する

６ 児童の実態を把 心の教育推進委 児童総会 ネットいじめ対応策・

握し，適切な対 員会 情報モラル

応をする （日曜参観講師講話）

７ 夏休みの過ごし 夏休み前指導 県いじめア 学級 PTA １学期取組反省

方について指導 ンケート （生徒指導事例研修，情報交換）

する

８ ２学期に向けて ネットいじめ対応策・情報モラル

人間関係や心理

状態を把握する

９ 運動会の成功に 心の教育推進委 県携帯いじ いじめを考える週間 学級 PTA
向けて，学級を 員会 めネット調

高める 査

10 児童の実態を把 心の教育推進委 学校いじめ

握し，適切な指 員会 アンケート

導をする

11 児童の実態を把 心の教育推進委 児童総会 教育相談

握し，適切な指 員会 県民週間道徳一斉授業 (保護者)

導をする

12 相手の立場にな 人権週間取組 人権標語募 学級 PTA ２学期取組反省

って考える心を 冬休み前指導 集 （生徒指導事例研修，情報交換）

育む

１ ３学期に向けて 心の教育推進委 いじめを考える週間

人間関係や心理 員会

状態を把握する

２ 進級や進学に向 心の教育推進委

けて人間関係を 員会

把握する

３ 来年度に向けて 年間反省 学級 PTA 年間取組反省

体制の見直しを 卒業前指導 （生徒指導事例研修，引継ぎ等）

図る 春休み指導

学校におけるいじめの防止対策のための組織

島間小学校心の教育推進委員会

【日常的な関係者の会】 【地域の関係者】

校長，教頭，生徒指導主任，教務主任，保健主 ・学校関係者評価委員

任，養護教諭 ・民生委員

・PTA役員 など

【事案に関係する職員】 【必要に応じて加える専門家】

・担任 ・スクールカウンセラー

・警察関係者

・スクールソーシャルワーカー


